
  

 

 

消費材委員会ニュース 2022/４/2５～ 

米 は日本人の食生活の基本で必需品。  

とはいえ、持ち運びは重くて大変。 そんな悩みを解決してくれる生活クラブの宅

配制度。 しかも農薬や化学肥料を極力減らし、農家にも無理がかからず、水や自

然を汚さない、独自の米作りが進められているので、安心、安全の保証付き。 こ

れは利用するしかありません。我が家は２人暮らしで晩酌を楽しむので、夜はあ

まり米を食べません。 でも毎日お弁当を作るので、毎月の消費量は 3～4 ㎏。 

そこで 2 ㎏を隔週で「よやく・る」。 もしも余ってきた時には、一度お休みを入れ

て調整します。 保存も場所をとりません。 こんな利用方法もありでしょう？ 

「よやく・る」消費材、何といってもおススメは 「やさいＢＯＸ」 です。 

とにかく、美味しい。 今まで食べたことのないような野菜の味に驚きます。 

環境に無理のない栽培をしているので、生産地の季節を感じられるのもうれしいですね。 

野菜と一緒に入っている「やさいニュース」に産地からのひとことが載っているのです

が、これが楽しみという組合員も多いです。 組合員の声も載っており食べ方など情報

交換の場になっています。 

近々野菜仕分けセンターへの訪問（６月予定/やさいＢＯＸ登録者限定）を予定しています。 

未登録の方も、まだ間に合います！ 一緒に季節の野菜たちを見に行きましょう♪ 

生活クラブのお米は、生産者とその生産方法が明らかなことが一番のおすすめポイント！ 

「よやく・る」で利用するということは、自分のお米を（田んぼを！）確保するということです。 

生産者も作っているお米の行き先（食べる人）が決まっていることで安心して安定した生産ができます。 

 


